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留学レポート Study Abroad Report 

私は k-pop が好きで韓国の曲を聞いて意味がわかるようになりたい、歌えるようになりたいと思い、

この語学研修に参加しました。4月から韓国語の授業を履修し、ある程度は喋れるようになっていると思

っていましたが、1番最初に行ったクラス分けテストは全く解くことができませんでした。スピーキング

テストも全然答えられず先生に英語を喋ってもらってやっと成り立つ程で、まだまだだったなと実感し

たと同時に、この 2週間で上達できるように頑張ろうと思いました。 

授業が始まるにあたって一番不安だったことは授業についていけるかどうかです。日本語が話せない

韓国人の先生が教えて下さるので、全て韓国語の授業になるの

で理解できないのではないかと思っていました。しかし、実際

に授業を受けてみるととてもかわいい女性の先生がジェスチャ

ーや英語を交えてわかりやすく丁寧に教えて下さるので、そん

な心配は全く必要ありませんでした。一日授業は四時間あり、

九時から始まります。寮から教室までが結構遠く、歩いて十分

か十五分くらいかかるので毎朝皆と励ましあいながら登校して

いました。また、私はクラス分けテストでおそらく一番下のク

ラスに配属されたので、同じクラスの子はほぼ府大の子でその

他も全員日本人でした。そのため、二人組でゲームをするとい

う場面でも難なく楽しむことができました。最初の方は、前期の授業で習った分野とかぶったりよく似

たりしていてすんなりと進むことができましたが、後半になると知らないこともたくさん出てきたりし

たし、新しい単語も数多く覚えなくてはならなかったので大変でした。この 2週間で語彙力は確実に伸

びたと思います。そして、最後に終了テストがあったのですが、これは習ったことから出題されたりテ

スト前から考えていった自己紹介を読んだりするものだったので、最初のテストよりかははるかにスム

ーズに進むことができました。成績も良かったので毎日頑張った甲斐があったなと思いました。 

 

 

 また、授業後の活動の中で最も楽

しかったのは慶州ツアーです。大邱

大学のバディーの二人も参加して下

さって、丁寧に案内してもらうこと

ができました。それまで韓国の学生

とあまり交流できていませんでした

し、韓国っぽいかわいい二人だった

ので、話してみたいと思い少し緊張

しながら話しかけてみると、聞き取

りやすいようにとてもゆっくりと返

事をしてくれました。バディーはほんとに人懐っこくて元気な人で一緒にいて楽しかったです。私たちの語学

力がまだまだで会話という会話はできませんでしたが、一緒に写真を撮ったりして交流することができまし

た。また、チマチョゴリを着ることができてほんとに嬉しかったです。レンタルの店にはたくさんの種類があ
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り、かなり迷って選ぶのに時間がかかっていると、バディーが色が濃いのは伝統的な感じで、薄いのは現代的

な感じのものだよと教えてくれたので、現代風のパステルカラーにすることにしました。みんなそれぞれ好き

な色を選びましたが、色がかぶらなくてよかったと思います。このときバディーはチマチョゴリは着なかった

ので私たちのカメラマンみたいにずっと写真を撮ってくれました。二週間の研修の中で一番たくさん写真が撮

れた日になりました。韓国の文化を体験することができ、本当に素敵な思い出です。 

 

そして、語学研修の中で一番韓国

を満喫できたのは、授業後の自由

時間や休みの日でした。平日の昼

からしか時間のない日は、バスに

乗って近くのハヤンという町や大

邱市内へ行き、買い物を楽しみま

した。ハヤンはとてもローカルな

感じの町で、地域の人が普段から

通っていそうなスーパーへ行った

り安い化粧品や服を買うことがで

きました。観光地でもないので日本語は全く通じませんでしたが、その日授業で習った言葉や文法を必死で駆

使してのりきりました。大邱市内は結構な都会で観光地っぽく、おしゃれなカフェもショッピングもでき、一

日中いても飽きなさそうな場所でした。韓国行った場所のうち、もう一回いきたい場所を選ぶならここです。

そして、時間のある土日には遠出をして釜山へ行って観光地を巡りました。上の写真のようにカラフルな家の

並ぶ街で写真を撮ったり、南浦洞というところで満足いくまで買い物をすることができました。自分でバスや

電車に乗ったりするのは結構難しかったですが、先輩の力を借りながらたどり着くことができ、充実した休日

を過ごすことができました。 

 

また、韓国のご飯はとても衝

撃的なものでした。食べたも

のの大半は辛かったです。私

はもともとかなりの甘党で辛

いものはあまり得意ではなか

ったので最初の方はどうしよ

うかと思っていたし、初めて

食堂に行ったととき食べたト

ッポギは本当に辛すぎて涙が

出るほどでした。しかし、それを乗り越えてからはある程度の辛さのものはおいしいと思うようになり、たま

に辛くないものを食べると物足りないと思うようになりました。そして最終日に、せっかくだから韓国っぽい

ものを食べて帰ろと思ってメニューに唐辛子マークがついているビビンバを注文してみたのですが、さすがに

これはまだ私にはレベルが高くて汗をかきながらビビンバと戦っている気持ちで食べきりました。どれもおい

しかったので甲乙つけがたいですが、私の中での一番は先生がデリバリーで頼んで下さって皆で寮で食べたチ

キンです。日本とは違う感じでとても好きな味でした。最終日にもう一度皆で食べると言っていたのに時間の

都合で食べられなかったのは唯一の心残りです。でも、ジャージャー麺など色々な韓国料理を先生がおごって

下さってほんとに感謝しています。 

 

そして、この語学研修中に様々なところを観光してみて一番言いたいことは、反日の風潮を一ミリも感じな

かったということです。研修へ出発する前には親や周りの多くの人からこんな時期に行っても大丈夫か心配さ

れ、私自身も少し不安でしたが全く心配していたようなことは起こりませんでした。大邱市内では反日の旗や

慰安婦像を見ましたし、私が気付かなかっただけかもしれませんが、お店の人に日本人ですと言っても優しく

接してくれたし、釜山などの観光地では日本語で接してくれる所もありました。また、丁寧に道を教えて下さ

る方もいました。メディアが放送しているように反日運動があることも事実ですが、韓国人皆がそうではない

ということを肌で感じた二週間でした。しっかりと情報収取をして、もしものときのために備えることも大切

ですが、実際に体験して自分の目で見て考えることも大切だなと思いました。 

 

 

 


